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年度初めの第一号、とてもうれしいお知らせです! 

社会福祉法人九十九里ホーム障害者支援施設聖マーガ

レットホームで働く奥田有紀さんは、現在勤続１５年目に

なります。就職当時、通勤途中の緊急時の対応をどうする

のか等の様々な不安がありましたが、本人の素敵な笑顔と

一生懸命頑張る姿が評価へとつながり、今では施設長や職

場の仲間からも愛されています。奥田さんの記憶力が抜群

で、関係者・支援者等の誕生日を全て把握しています！ 

奥田さん、本当おめでとうございます！これからも奥田

さんらしく、元気に仕事を続けられるようセンタースタッ

フが温かく見守っていきます！ 

  

 

仲間に祝福されながら 

施設長から表彰を受ける。 

 

 

素敵な花束

とお祝い品

も頂きまし

た！ 

大事ねして

ね！ 

素敵なプレゼント 

も頂きました。 

大事にします！ 

             

鵜之澤施設長よりのメッセージ 

この度奥田有紀さんが関東甲信越地区身体障害者施

設協議会より表彰されました。奥田さんは、平成１８年

９月より、入所者様の洗濯物の整理及び配布を行なって

おります。決められた仕事はしっかりと行ない、安心し

て仕事を任せられる存在です。 

職員からは「有紀ちゃん」と親しまれており、これから

も長く勤務をしていただきたいと思います。 

聖マーガレットホーム 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 コロナウイルスによる緊急事態宣言等が続き、東総就業センタースタッフも日々の対策に取り組みながら支援 

を行いまいした。来所・電話・職場訪問等の相談件数が２３９０件でした。職場訪問や面談をすることが困難 

となってしまった１年でした。 

 令和 3 年度では、皆さんそれぞれのやり方で一生懸命次のステップに向けて頑張っています。一人ひとりの 

ニーズに合わせて、できる限りのお手伝いをさせて頂ければと思います。 

  

令和３年度 登録者数  
  身体障害 知的障害 精神障害 その他 

障害 

合計 
   (うち重度)  (うち重度)   

在職中  ４０ ８ １７２ ６９ １０４ １７ ３３３ 

求職中  １７ ４ ６９ １３ ６７ １６ １６９ 

その他  ３  ２１ ４ ３１ ６ ６１ 

合計  ６０ １２ ２６２ ８６ ２０２ ３９ ５６３ 

                              （人数）※ 主とする障害登録による 

 
 職場実習件数：２２件     新規就職件数：２０件 

 

令和３年度 東総就業センター就労支援の状況と実績 

 令和４年度 東総就業センター主催セミナー等のご案内 

～全体行事～ 

・障害のある方の雇用と就業に関しての地域意見交換会 

 ～相談者向け～ 

・職場定着促進のための勉強会 

・働く方の交流会 

～支援機関向け～ 

・就業支援者養成セミナー 

・海匝圏域就労系事業所連絡会 

 

～企業向け～ 

・企業に向けた見学相談会 

 

 令和４年度も東総就業センターでセミナーや勉強会等の計画をしていま

す。時期につきましては、随時ご案内をさせていただきますが、状況により 

予定を変更する場合がありますので、ご了承下さい。 

 感染予防対策を徹底しながら、海匝圏域に適切な情報を発信できるように

努めてまいります！ 

 

センター長      辻内 理章 

主任就業支援担当   福島 美果 

主任職場定着支援担当 遠藤 泰裕 

就業支援担当     松平 ジルマーラ 

就業支援担当     江波戸 理恵 

生活支援担当     梅沢 千春 

企業支援担当     香取 弘行 

 

 

スタッフ紹介 

一年を振り返ると、何かと“新型コロナウイルス”の影響を理

由にしてしまっている自分がいたように思えます。そういう時

だからこそ「できること」を検討することの考えに至らなかっ

た。これが私の令和３年度の反省です。 

松下電器の創成者松下幸之助氏の言葉に、『誰でもそうやけ

ど、反省する人は、きっと成功するな。本当に正しく反省する。

そうすると次に何をすべきか、何をしたらいかんかということ

がきちんとわかるからな。それで成長していくわけや、人間と 

して・・・』 

私も反省し、次に何をすべきか、何をしたらいいのかを考え、

実践する令和４年度を迎えたい。 

センター長よりの挨拶 


